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１　

世
界
自
然
遺
産
「
知
床
」

北
海
道
の
東
部
、
斜
里
町
及
び
羅
臼
町
に
位
置
す

る
知
床
半
島
は
、
北
半
球
に
お
け
る
流
氷
の
南
限
と

さ
れ
て
お
り
、
流
氷
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
受
け
て
多

種
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。
シ
ロ
ザ
ケ
、
カ

ラ
フ
ト
マ
ス
等
が
海
と
川
を
往
来
し
、
こ
れ
ら
を
餌

と
す
る
ヒ
グ
マ
等
の
大
型
哺
乳
類
、
オ
オ
ワ
シ
等
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
猛
禽き

ん

類
や
、
シ
ャ
チ
等
の
海
棲せ

い

哺
乳
類
、
ケ
イ
マ
フ
リ
等
の
海
鳥
な
ど
様
々
な
動
物

が
生
息
す
る
ほ
か
、
北
方
系
と

南
方
系
の
野
生
生
物
が
混
在
し

て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
床
の
自

然
環
境
が
守
ら
れ
て
き
た
背
景

に
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
知
床

の
自
然
と
共
生
し
、
優
れ
た
自

然
環
境
を
脈
々
と
引
き
継
い
で

き
た
歴
史
や
、
知
床
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
運
動（

（
（

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の

主
導
に
よ
り
知
床
を
乱
開
発
か
ら
守
る
た
め
の
活
動

を
展
開
し
て
き
た
経
緯
等
、
知
床
に
暮
ら
す
人
々
の

絶
え
間
の
な
い
努
力
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
海
域
と
陸
域
の
自
然
環
境
が
密
接

に
関
連
し
合
い
、
多
様
な
生
物
と
そ
の
生
物
間
の
相

互
作
用
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
生
態
系
を
形
作
っ
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ（

（
（

、
知
床
は
平
成
17
年
７

月
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

一
方
、知
床
は
古
く
か
ら
観
光
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
昭
和
40
年
代
に
は
「
知
床
旅
情
」
の
ヒ
ッ
ト

等
に
よ
り
知
床
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
現
在
も
斜

里
町
と
羅
臼
町
を
合
わ
せ
年
間
１
６
４
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、近
年
、

登
山
道
に
お
け
る
し
尿
処
理
や
植
生
荒
廃
、
野
生
動

物
と
の
軋
轢
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
お
り
、ま
た
、

将
来
的
に
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
の
担
い
手
不

足
等
の
課
題
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
課

【条例制定の事例】
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　北海道は、知床の保全と利用の両立を目指す「北海道知床世界自然遺産条例」を制
定した。知床は、昨年７月に世界自然遺産登録10周年を迎え、自然保護の取組が進む
一方、観光客が増えて野生動物への餌やりなどの問題が起きている。本条例では、保
全するだけでなく、利用してもらうことで持続可能な地域社会と経済の構築が図られる
という考えから、国内外からの来訪を促進し、エコツーリズムの推進を図る。
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題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２　

北
海
道
知
床
世
界
自
然
遺
産
条
例
制
定

の
経
緯

知
床
の
環
境
を
守
る
た
め
、
自
然
公
園
法
や
漁
業

法
等
の
関
係
法
令
に
よ
り
、
環
境
の
保
全
や
野
生
生

物
の
保
護
・
管
理
な
ど
の
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
法
律
の
規
定
に
加
え
て
、
関
係
機
関
の

協
力
の
下
、
環
境
保
全
の
主
な
取
組
と
し
て
、
ア
ザ

ラ
シ
な
ど
の
海
棲
哺
乳
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
サ

ケ
な
ど
が
遡
上
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
魚
道
の
整
備
、

エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
防
止
対
策
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
適
正
な
利
用
の
観
点
か
ら
は
、
知
床
五
湖

の
木
道
整
備
や
、
厳
冬
期
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ア
ー
の

実
施
、
ヒ
グ
マ
へ
の
餌
や
り
を
禁
止
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た
取
組
を
踏
ま
え
、道
で
は
、

平
成
27
年
に
世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
知
床
の
価
値
を
改
め
て
見
直

す
と
と
も
に
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
知
床
の
保
全
や
適
正
な
利
用
に
関
す
る
基
本
理

念
や
、
道
や
道
民
等
が
担
う
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

条
例
の
検
討
を
進
め
た
。
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る

都
道
府
県
条
例
と
し
て
は
全
国
初
と
な
る
「
北
海
道

知
床
世
界
自
然
遺
産
条
例
」
は
、
平
成
28
年
３
月
24

日
、
北
海
道
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
平
成
28
年

４
月
１
日
に
施
行
し
た
。

３　

北
海
道
知
床
世
界
自
然
遺
産
条
例
の
概

要

（
１
）
条
例
の
適
用
さ
れ
る
区
域

第
２
条
第
１
項
で
、「
こ
の
条
例
に
お
い
て
『
知
床

世
界
自
然
遺
産
』
と
は
、
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
第
11
条
２
の
世
界
遺

産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
知
床
の
地
域
を
い
う
。」

と
し
て
い
る
が
、
本
条
例
が
適
用
さ
れ
る
区
域
は
同

条
第
２
項
で
定
め
る
隣
接
地
を
含
む
区
域
と
し
て
お

り
、
第
１
項
の
規
定
と
は
異
な
る
。

同
条
第
２
項
で
は
、
本
条
例
の
適
用
さ
れ
る
区
域

は
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
っ

て
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
と
一
体
と
し
て
保
全
し
な

け
れ
ば
そ
の
生
態
系
、
生
物
の
多
様
性
そ
の
他
の
自

然
環
境
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
も
の

（
以
下
、「
隣
接
地
」
と
い
う
。）
を
含
む
こ
と
と
定

義
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
本
項
以
降
は
、「
知
床
世

界
自
然
遺
産
」
と
規
定
し
て
い
る
箇
所
で
も
、
第
４

条
第
１
項
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
及
び
第
15
条

第
１
項
を
除
き
、隣
接
地
を
含
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
巣
は
主
に
知
床
世
界

自
然
遺
産
内
の
森
林
に
あ
る
が
、
餌
場
が
遺
産
外
の

海
岸
線
に
も
あ
り
、
こ
の
海
岸
線
ま
で
保
全
し
な
け

れ
ば
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
サ
ケ
釣
り
で
賑
わ
う
斜
里
町
の
ホ
ロ
ベ

ツ
川
は
、
右
岸
は
遺
産
地
域
内
だ
が
、
左
岸
が
遺
産

地
域
外
で
あ
る
た
め
、
右
岸
だ
け
で
な
く
左
岸
も
一

体
と
し
て
保
全
し
な
け
れ
ば
、
ホ
ロ
ベ
ツ
川
の
自
然

環
境
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か

ら
、
隣
接
地
に
つ
い
て
も
、
本
条
例
に
基
づ
き
自
然

環
境
の
保
全
や
適
正
な
利
用
を
推
進
す
る
対
象
と
し

て
い
る
。
な
お
、
隣
接
地
は
、
斜
里
町
側
で
は
概
ね

知
床
半
島
基
部
の
金
山
川
ま
で
、
羅
臼
町
側
で
は
概

ね
羅
臼
町
と
標
津
町
の
境
界
に
位
置
す
る
植
別
川
ま

で
の
範
囲
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
こ
の
隣
接
地
に

は
海
域
も
含
ま
れ
る
。
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（
２
）
連
携
・
協
働
に
よ
る
推
進

第
３
条
第
１
号
で
は
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
の
保

全
及
び
適
正
な
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
現
場
の
視
点

が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
こ
れ
に
関
わ
っ
て

い
る
関
係
市
町
村
や
関
係
団
体
と
、
各
種
制
度
を
所

管
す
る
国
や
道
に
よ
る
緊
密
な
連
携
の
下
で
施
策
が

推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
道
民
や
来

訪
者
、
事
業
者
の
果
た
す
役
割
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
行
政
機
関
等
と
こ
れ
ら
の
者
が
協
働
の
下
で
施

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
第
４
条
第
２
項
で
は
道
の

責
務
と
し
て
、
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国
、

関
係
市
町
村
及
び
関
係
団
体
と
緊
密
に
連
携
す
る
と

と
も
に
、
道
民
や
来
訪
者
、
事
業
者
と
の
協
働
に
努

め
る
こ
と
と
し
、
第
５
条
第
２
項
で
は
、
取
組
を
推

進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
、

道
民
や
来
訪
者
、
事
業
者
と
の
協
働
に
努
め
る
こ
と

を
関
係
団
体
の
役
割
と
し
て
定
め
て
い
る
。

条
例
に
基
づ
く
施
策
を
、
国
、
関
係
市
町
村
及
び

関
係
団
体
と
連
携
し
て
推
進
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
機
関
・
団
体
と
の
意
見
調
整
、
情
報
交
換
・
共
有

等
を
行
う
よ
う
な
体
制
が
必
要
で
あ
り
、第
12
条
で
、

こ
の
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。
こ
の
た
め
道
で
は
本
年
４
月
か
ら
、
斜
里
町
に

所
在
す
る
知
床
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
、
職
員
を
１

名
配
置
し
て
い
る
。

（
３
）
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

知
床
世
界
自
然
遺
産
に
お
い
て
は
、
自
然
環
境
を

保
全
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
経
済
の
構
築
が
図
ら

れ
る
と
い
う
考
え（

（
（

か
ら
、
第
３
条
第
６
号
で
は
自
然

環
境
を
保
全
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

法（
（
（

」
で
定
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
い
う
。）
が
推

進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
掲

げ
て
い
る
。

こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、第
15
条
第
２
項
で
は
、

国
内
外
か
ら
の
来
訪
を
促
進
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供
、
自
然
と
の
触
れ

合
い
の
場
及
び
機
会
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
道
内
外

で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
、
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
又
は
支
援
を

想
定
し
て
い
る
。

（
４
）
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成

担
い
手
の
確
保
等
に
つ
い
て
は
全
国
的
な
課
題
だ

が
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

に
よ
る
地
域
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

知
床
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
及
び
適
正
な
利
用
を
推

進
す
る
た
め
の
担
い
手
な
ど
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
３
条
第
７
号
で
は
、
担
い

手
が
継
続
的
に
確
保
さ
れ
、
育
成
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
等
で
活
躍
す
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
や
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど

来
訪
者
に
直
接
関
わ
る
事
業
者
に
加
え
、
知
床
世
界

自
然
遺
産
の
保
全
や
適
正
な
利
用
の
推
進
の
一
翼
を

担
う
道
民
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
対
策

と
し
て
は
ガ
イ
ド
向
け
講
習
等
の
ほ
か
、
学
校
に
お

け
る
教
育
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
第
16
条
で
定
め

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
担
い
手
の

確
保
及
び
育
成
の
た
め
の
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団

へ
の
支
援
や
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
確
保
及
び
育

成
の
た
め
の
当
該
ガ
イ
ド
の
需
要
の
掘
り
起
こ
し
、

道
民
向
け
の
出
前
講
座
等
を
想
定
し
て
い
る
。

（
５
）
地
元
に
お
け
る
合
意
形
成
の
尊
重

知
床
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
及
び
適
正
な
利
用
に

関
す
る
施
策
が
、
国
や
道
、
関
係
市
町
村
と
い
っ
た

行
政
機
関
、
地
域
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を
有
す

る
者
で
構
成
さ
れ
る
知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡

会
議
や
知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
等
で

協
議
・
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
必
要
な
施

策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
会
議
に
お

い
て
合
意
さ
れ
た
事
項
を
尊
重
す
る
責
務
が
あ
る
こ

と
を
第
４
条
第
４
項
で
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
合
意
形

成
の
た
め
、
第
10
条
で
、
施
策
に
関
係
行
政
機
関
、

関
係
団
体
、
道
民
や
事
業
者
の
意
向
を
反
映
す
る
こ
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と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す

る
と
と
も
に
、
第
11
条
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
の
取
組
を
行
う
者
、
自
然
環
境
を
利
用
し

て
事
業
活
動
を
行
う
者
等
の
関
係
者
間
の
意
見
を
調

整
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
６
）
来
訪
者
の
役
割

第
６
条
第
３
項
で
は
、
来
訪
者
（
知
床
世
界
自
然

遺
産
を
来
訪
す
る
者
（
第
２
条
第
３
項
）。
来
訪
目

的
は
限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
観
光
は
も
と
よ

り
、
仕
事
、
研
修
、
避
暑
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
あ
っ
て
も
、
一
時
的
に
知
床
世
界
自
然
遺
産
を
訪

れ
る
者
は
、
本
条
例
の
「
来
訪
者
」
と
な
る
。）
は
、

ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
等
の
野
生
動
物
へ
の
接
近
の
回

避
、
ゴ
ミ
の
流
出
の
防
止
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷
の

少
な
い
交
通
機
関
の
利
用
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
加
え

て
、
特
に
野
外
活
動
で
問
題
に
な
る
植
物
の
踏
み
荒

ら
し
、
し
尿
の
垂
れ
流
し
等
を
行
わ
な
い
よ
う
、
十

分
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
同
項
で
は
、
来
訪
者
は
遺
産
地
域
に
立
ち
入

る
際
の
留
意
事
項
な
ど
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体
が

知
床
の
保
全
や
適
正
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
に
定

め
た
来
訪
者
の
遵
守
す
べ
き
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
定
め
て
い
る
。

来
訪
者
が
、
こ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
手
助
け

す
る
た
め
、
第
15
条
で
、
道
民
や
来
訪
者
が
、
知
床

世
界
自
然
遺
産
の
自
然
環
境
あ
る
い
は
文
化
や
歴
史

に
興
味
を
持
ち
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
の
顕
著
な
普

遍
的
価
値
や
、
保
全
及
び
適
正
な
利
用
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
世

界
自
然
遺
産
・
知
床
の
日
」
の
制
定
（
後
述
）、
啓

発
資
材
の
作
成
・
配
布
等
で
あ
る
。

４　

世
界
自
然
遺
産
・
知
床
の
日

条
例
で
は
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
と
適
正

な
利
用
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、「
関
係
行
政
機
関
・

団
体
と
道
民
や
来
訪
者
、事
業
者
と
の
協
働
」
や
「
世

界
自
然
遺
産
と
し
て
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
対
す

る
道
民
等
の
理
解
増
進
」
が
必
要
で
あ
り
、「
道
は
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
」 

と
規
定

し
て
い
る
。

こ
の
た
め
道
で
は
、
条
例
の
制
定
と
併
せ
て
知
床

の
価
値
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る「
世
界
自
然
遺
産
・

知
床
の
日
」
を
制
定
し
た
。「
世
界
自
然
遺
産
・
知

床
の
日
」
は
、
知
床
が
流
氷
の
影
響
を
受
け
た
海
と

陸
の
生
態
系
の
豊
か
な
つ
な
が
り
が
高
く
評
価
さ
れ

て
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

知
床
の
豊
か
な
生
態
系
を
支
え
る
出
発
点
と
し
て
重

要
な
意
味
を
持
つ
「
流
氷
」
に
ち
な
み
、
遺
産
登
録

年
（
平
成
17
年
）
の
知
床
に
お
け
る
流
氷
接
岸
初
日

の
１
月
30
日
と
し
た
。

今
後
は
、こ
の
日
を
中
心
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

パ
ネ
ル
展
等
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
、
道
民
や
来

訪
者
、
事
業
者
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
知
床
の
保
全
等
に
取
り
組
む
機
運
を
高
め
る

と
と
も
に
、
知
床
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
対
す
る

道
民
等
の
理
解
の
増
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

５　

世
界
自
然
遺
産
知
床
の
保
全
に
向
け
て

知
床
世
界
自
然
遺
産
の
世
界
的
に
も
類
ま
れ
な
価

値
を
有
す
る
自
然
環
境
を
人
類
共
有
の
財
産
と
し

て
、
よ
り
良
い
形
で
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
国
、
道
、
関
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係
市
町
村
、
関
係
団
体
、
道
民
、
来
訪
者
等
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
た
上
で
、
連
携
・
協
働
し
て

一
体
と
な
っ
て
知
床
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
及
び
適

正
な
利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ま
た
、
利
用
に
当
た
っ
て
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の

普
及
や
、
外
国
人
観
光
客
等
の
受
入
体
制
の
充
実
、

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
も

重
要
で
あ
り
、
今
後
、
道
と
し
て
も
、
関
係
機
関
と

十
分
に
連
携
し
て
、
世
界
の
宝
で
あ
る
知
床
を
守
り

育
ん
で
い
く
た
め
に
、
必
要
な
取
組
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

注（
１
）
斜
里
町
が
昭
和
52
年
に
知
床
国
立
公
園
内
の
農
業

開
拓
跡
地
を
乱
開
発
か
ら
守
り
森
林
に
復
元
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
土
地
の
買
取
り
や
植
樹
費
用
等

の
た
め
の
寄
付
金
を
募
っ
た
運
動
。
目
標
金
額
が
達

成
さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
「
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

運
動
の
森
・
ト
ラ
ス
ト
」
と
し
て
新
た
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
具
体
的
に
は
、次
の
二
つ
の
評
価
基
準
に
該
当
し
、

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

①　

生
態
系

陸
上
、
淡
水
域
、
沿
岸
及
び
海
洋
の
生
態
系
、
動

植
物
群
集
の
進
化
や
発
展
に
お
い
て
、
進
行
し
つ
つ

あ
る
重
要
な
生
態
学
的
・
生
物
学
的
過
程
を
代
表
す

る
顕
著
な
例
で
あ
る
こ
と
。

②　

生
物
多
様
性

学
術
上
、
あ
る
い
は
保
全
上
の
観
点
か
ら
見
て
、

顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
、
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ

る
種
を
含
む
、
生
物
の
多
様
性
の
野
生
状
態
に
お
け

る
保
全
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
自
然
の
生
育
地
を

含
む
こ
と
。

（
３
）
平
成
26
年
度
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書

（
北
海
道
経
済
部
観
光
局
、
平
成
27
年
８
月
）

（
４
）
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
及
び
国
際
自
然
保

護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
に
よ
る
現
地
調
査
の
報
告
書

（
平
成
20
年
５
月
）

【
勧
告
14
】　

遺
産
地
域
に
関
す
る
、
統
合
的
な
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
を
で
き
る
限
り
早
急
に
策
定
す

る
こ
と
。
こ
の
戦
略
は
、
遺
産
地
域
の
自
然
価
値
の

保
護
、
観
光
客
の
自
然
に
基
づ
く
良
質
な
体
験
の
促

進
、
地
域
経
済
の
発
展
の
促
進
を
基
本
と
す
べ
き
。

（
５
）
平
成
19
年
法
律
第
１
０
５
号
。「『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
』
と
は
、
観
光
旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ

い
て
知
識
を
有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受

け
、
当
該
自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当

該
自
然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
（
第
２
条
第
２
項
）。
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